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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
一行あける。
＜連絡事項＞

・庶務チーム不在について

１２／１８（日）は庶務チームが不在となる為、１２／１７（土）に日用品発注を２日分行うようにして下さい。午前中であれば納品可能との事でした。

・医療事故対策委員会より

ＷＩＺ掲示板にて、医療安全情報「薬を包装紙ごと誤飲患者死亡」について掲載しています。各自で確認して下さい。

・広報委員会より

青仁会新聞１月号に掲載する俳句の募集をしています。テーマは『十二月』『師走』『極月』となっています。１２／２５（日）の〆切となっていますので、赤坂ＣＷ・廣瀬ＣＷへ提出して下さい。

・各種検査について

本日、滝澤久江様が胸部レントゲン・頭部ＣＴ検査、倉橋生子様が胸部レントゲン検査を行っています。

・環境整備担当より

①年末に向けて病棟内の環境整備を徹底していますが、ベッドのグラつきの有無の確認と患者様の使用しているベッドマットカバーの汚れが目立つ方をピックアップしています。

【ベッドマットカバー】大上なみ様、田野端忠夫様、中野渡鉄男様、田名部浩平様

【ベッドのグラつき】なし

②浴室のシャワーや蛇口がきちんと閉められておらず、少し水が出ている状態となっている事がありますので、入浴後の後片付けの際は蛇口等の確認も忘れずに行いましょう。

＜患者様連絡事項＞

・田野端　忠夫様～感冒症状あり、１２／１５（木）昼食後薬よりＰＬ３Ｐ　３×ｎｄＥ／３Ｔ（総合感冒薬）が臨時処方となっています。感冒症状の観察をして行きましょう。また、１２／１８（日）朝食後に内服がなくなる為、日直医へ情報提供を行うようにして下さい。

・林　田鶴子様～下痢便を訴え、下剤の除薬を予測指示にて受けていましたが症状改善され一時終了としています。引き続き、身体症状の観察と排便状況の観察を行いましょう。

・小笠原　禮子様～ご家族より１２／１６（金）１０：００～１１：００まで外出許可となっています。また、正月の外出・外泊については詳細が決まり次第連絡を下さるとの事でした。

・元沢　政治様～ご家族面会あり、小遣い１６，０００円を頂いています。また、１／３（火）１０：００～１５：００までの正月外出が許可となっています。

・大上　なみ様～ご家族面会あり、小遣いを頂いています。現在、小遣いが多くなって来ている為、ご家族にも説明を行い岩手銀行に預金をして行く事としています。

正月外出・外泊の件について確認をしていますが、兄様が入院中でそちらの面倒も看ないといけないため、外出等は難しいとの事でした。本人の希望があればスタッフ付き添いにて外出等をする事については了承して下さっています。

・布施　邦雄様～本日、ご家族の面会あり果物ナイフを返却しています。外泊時の様子について確認をすると、「普段よりお喋りだった。調子が良くないんだなと感じた」と話されています。話す内容にまとまりの無さもあったとの事でした。引き続き、精神症状の観察を行い周囲とのトラブルにも注意して行きましょう。

＜皮膚科診察＞

変更、処置の指示受け等はありません。

＜呂Ｄｒ　診察＞

滝澤久江様、林田鶴子様、法霊崎恵子様、田名部浩平様、山田隆雄様、浅野秀子様の６名行っています。処置、指示受け等はありません。

＜服薬自己管理者　評価・検討＞

・服薬後のチェック忘れをする方が数名いますので、忘れずにチェックして頂くよう声掛けをして行きましょう。外出・外泊時の忘薬、紛失等はありませんでした。

・古川富蔵様の自己管理について、正月外泊終了後に本人と相談し実施時期の検討をする事としています。服薬モジュールは聴取済みです。

・田名部浩平様の１週間分の自己管理については、今月中に実施して行く予定としています。服薬モジュールは聴取済みです。詳細は決定次第お知らせします。

＜日常生活支援・患者様評価　進捗状況＞

提出物に関して、遅延無く行う事が出来ています。

＜安ヶ平Ｄｒ　診察＞

・法霊崎　恵子様～１２／３１（土）１０：００～１／４（水）１０：００までの外泊が許可となっています。外泊時の体重増加に注意して行きましょう。

・大上　なみ様～咳嗽の訴え聞かれ、１２／１５（木）夕食後より小青竜湯３Ｐ　３×ｎｄＥ／３Ｔ（漢方製剤）が処方となっています。咳嗽、感冒症状の有無の観察をしましょう。

・上村　みわ様～診察時、表情を硬くし「いつまで経っても身長が伸びません！どうなっているんですか」と訴えています。現実検討を促すも了解の悪さ見られています。また、「テレパシーなどで死んだ人と話が出来る」などの幻覚妄想に左右された言動見られ、「明日、退院します」と話す事もあります。精神症状の観察、現実検討を適宜行い。所在確認もこまめに行いましょう。

＜滝澤久江様の家族対応について＞

・ご家族より、「週１回、月に１回でも本人の希望したものをカロリーを気にせず食べさせてあげたい」と要望が聞かれていました。

【病棟スタッフ対応として】

標準体重（４９Ｋｇ）を目標とし、減量している事やカロリー制限を行い間食して頂いている事、脂質異常症であり食事は低炭水化物食を摂取している事について家族へ説明をしています。

→家族は説明に対し納得しています。しかし、家族は「食べたい物を食べれず、あまりにも痩せてしまって可哀想だ」という気持ちを本人に抱いており、外出の際はご家族が砂糖入りのコーヒーを飲ませたり、ケーキなどを食べさせる事が度々見られていました。

→その事に対して都度、治療の一環である事を説明はしていましたが、帰院後の体重測定などでも体重増加も無かったため大目に見ていた所もありました。

【今後の対策として】

ご家族の協力も得る為に、スタッフも含め疾病教育を行い統一した対応が出来るようにする必要があります。また、外出・外泊の際は間食・食事に関して確認を行い、適宜説明を行う事とします。

＜症例検討会＞

・中居　松男様（６８）主：統合失調症　合：前立腺肥大　任意入院　当院６回目

【キーパーソン】義弟様：面会等も定期的にあり、関係は良好。

→保護者は義父様となっている。

【入院の経緯】アパートにて単身生活をしていたが、症状悪化し希死念慮出現、自傷行為を行い当院へ６回目の入院となっている

【家族の希望】本人が希望している事に対して出来るだけ合わせるとの事

【本人の希望】アパートに帰りたい

【転入後からの問題点】

①精神症状の悪化

→「病院に金を盗られた」など、金銭に関する被害的な発言聞かれる事があった。現在は同様の訴え聞かれず経過している。

②発言内容がまとまらない

→転入直後、気分の高揚さなどから発言内容にまとまりのなさあり、目的の定まらない外出希望などが聞かれていたが病棟生活に慣れ、服薬調整等を行う事で次第に落ち着きを取り戻しており、現在に至る

③睡眠不安定さある

→夜間のトイレ覚醒し、その後は不眠で経過、日課への支障があったが薬剤調整にて夜間の睡眠も安定してきており、トイレ覚醒後も再入床する事が出来ている。

④退院に関する焦燥感ある

→退院に関して焦り、不安感等が出現する事で自傷行為に至っている経緯があり、日課への支障も見られ始める事から、本人の訴えを傾聴し不安感等を軽減させ、退院に必要な事をピックアップし出来る事から取り組んで頂いている。

⑤本人の単身生活能力について

→入院前は１日の殆どをデイケアと青山荘で過ごしており、アパートへは寝る為だけに帰っている状態だった。服薬の管理も青山荘が行っていた事から、服薬自己管理等も難しい状態であると考えられる。

【今後　必要と考えられる支援】

本人の希望、家族の希望、主治医の方針等を再確認し今後について検討して行く。必要であれば、地域復帰支援検討会の実施等も行う。






















